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【凡例】
学習の目標 知

思
学

知
思
主

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

 形や色彩などが感情にもたらす効果や造形的な特徴などをもとに
奥行きや広がりなどを全体のイメージでとらえることを理解して
いる。

形や色彩などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴などを十分に把握
し、身近な風景がもつ奥行きや広がり、独自の視点からそれらを全体の
イメージで捉えることを理解している。

■風景を見るときに形や色彩が感情にもたらす効果を実感的に理解でき
るよう、描こうとする場所で経験したことなどと関連づけて考えさせ
る。

Ａ表現（1）ア
（ｱ) 発

想
・

構
想

身近な風景から感じ取った形や色彩のよさや美しさなどから主題
を生み出し、単純化や省略など全体の構成を考えながら心豊かに
表現する構想を練っている。

身近な風景を見つめ感じ取ったことや考えたことなどをもとによさや美
しさ、奥行きや広がりなどから主題を生み出し、単純化や省略、強調や
配置の変更など創造的な構成や彩色の効果など工夫し、心豊かに表現す
る構想を練っている。

■描きたい風景の主題について考えさせたり、構図の取り方などを説明
したりして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、身近なものがもつ形や色彩など
から構想を練るなどして工夫して表す活動に主体的に取り組もう
としている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、風景がもつ形や色彩、奥行きや広
がりについて興味深く見つめ多様な視点から多くのものを感じ取り構想
を練ろうとしたり、表現方法の試行錯誤を重ねたりして表現活動に取り
組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるように描いている場所をなぜ選んだのか
を改めて考えさせたり、水彩絵の具の基本的な使用法を個人的に指導し
たりするなどして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

 形や色彩などが感情にもたらす効果や造形的な特徴などをもとに
自分らしさや生命感などを全体のイメージでとらえることを理解
している。

形や色彩などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴などを十分に把握
し、それらをもとに自分らしさや生命感など独自の視点から全体のイ
メージでとらえることを理解している。

■自分自身の内面をとらえ直すために、自分について言葉で書き出させ
たり、とらえる時に形や色彩が感情にもたらす効果について考えさせ、
自分のイメージと形や色彩を関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）ア
（ｱ)

発
想
・

構
想

自分自身の表情や姿から感じ取ったことや考えたことなどから主
題を生み出し、単純化や強調など全体の構成を考えながら心豊か
に表現する構想を練っている。

自分自身を見つめ感じ取ったことや考えたことなどをもとに主題を生み
出し、単純化や強調など創造的な構成や彩色の効果など独自の視点から
工夫し、心豊かに表現する構想を練っている。

■どのような自分を表現したいのか主題について考えさせたり、どのよ
うにしたら主題が効果的に表せるのか構図の取り方などを説明したりし
て、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、自分自身から感じ取ったことや
自分自身について考えたことなどをもとにした表現の学習活動に
主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、独自の視点から自己の内面をじっ
くりと見つめ直し構想を練ろうとしたり、表現方法の試行錯誤を重ねた
りして表現活動に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるよう自分自身のどのような姿を表現した
いのか改めて考えさせたり、描画材料の基本的な使い方を個人的に指導
したりするなどして意欲を高められるようにする。

知識や技能に関する目標。
思考力・判断力・表現力に関する
学びに向かう力に関する目標。

知識・技能に関する評価規準。
思考・判断・表現に関する評価規
主体的に学習に取り組む態度に関する評価

題材名

風景が語るもの

自分と向き合う

学年

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ａ表現（2）ア
（ｱ)

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)

「努力を要する」と考えられる生徒への手立て

技
能

鑑
賞

十分満足できると考えられる具体的な姿の例

態
鑑

技
能

鑑
賞

態
鑑

教科書
ページ

学習指導要領との関連

2.3

1
0
～
1
3

表
現
（
絵
・
彫
刻
）

2.3

1
4
～
1
7

表
現
（
絵
・
彫
刻
）

知
色彩や材料などの性質を理解し、自分
らしさを表す方法を工夫しよう。

学
自分らしさを表すことに関心をもち、
主体的に取り組もう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ａ表現（2）ア
（ｱ)

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)イ(ｱ)

描画材料の特性を生かし、意図に応じて自分の描き方を追求して
表している。

風景画の造形的なよさや美しさを感じ取り、身近な風景を表現す
るための作者の心情や意図、創造的な工夫について考えたり、身
近な環境の中に見られる造形的な美しさを感じ取り、生活や社会
を豊かにする美術の働きなどについて考えたりするなどして、美
意識を高め、見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、身近なものがもつ形や色彩など
をもとに見方や感じ方を広げる鑑賞の学習活動に主体的に取り組
もうとしている。

描画材料の特性を生かし、意図に応じて自分の描き方を追求して
表している。

自画像の造形的なよさや美しさを感じ取り、自分自身を表現する
ための作者の心情や意図と創造的な工夫などについて考えるなど
して、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

領域分野 各学年の内容
観点別評価規準学習の目標

主

知

思

主

知

知
奥行きの表現や色彩の効果を理解し、
構図などを工夫しよう。

学
身近な風景を表すことに関心をもち、
主体的に取り組もう。

思
身近な風景から感じ取ったよさや美し
さをから表現の構想を練ろう。

思 自分自身と向き合うことから表現の構
想を練ろう。

思

美術の創造活動の喜びを味わい、自画像の鑑賞の学習活動に主体
的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、自画像がもつ造形的なよさや美し
さ、奥深さや豊かさをについて新たな視点から作品をとらえようとする
などして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

独自の視点に立って自画像がもつ造形的なよさや美しさ、奥深さや豊か
さを強く感じ取り、作者の心情や表現の意図、創造的な工夫などについ
て、根拠をもって深く考え、自分としての見方や感じ方を深めている。

身につけた描画材料の生かし方をもとに、意図に応じて新たな表現方法
を試行錯誤するなどして創意工夫し豊かに表している。

自ら進んで深く美術の鑑賞活動に関わり、身近な風景がもつ形や色彩を
感じながら豊かにイメージを広げようとしたり、新たな視点から作品を
とらえようとしたりするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとし
ている。

多様な視点に立って風景画がもつ造形的なよさや美しさ、奥行きや広が
りなどを深く感じ取り、作者の心情や意図や創造的な工夫、生活や社会
を豊かにする美術の働きなどについて、根拠をもって深く考え、自分と
しての見方や感じ方を深めている。

身につけた描画材料の生かし方をもとに、意図に応じて新たな表現方法
を試行錯誤するなどして創意工夫し豊かに表している。

■具体的な筆づかいや水彩絵の具の生かし方の実演を行いながら説明し
て既習事項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が描きたいことを
確認させる。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、見方や感じ方を深めさせる。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
などについて考えさせるようにする。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、見方や感じ方を深めさせる。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
などについて考えさせるようにする。

観点別評価
規準

［態表］「主体的に学習する態度」の表現に関する評価規準。　［態鑑］「主体的に学習する態度」の鑑賞に関する評価規準。
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

 形や色彩などが感情にもたらす効果や造形的な特徴などをもとに
ゴッホの絵から感じる情熱や静けさ、生命感などの感情を全体の
イメージや作風でとらえることを理解している。

形や色彩などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴などを十分に把握
し、それらをもとにゴッホの絵から感じる情熱や静けさ、生命感など独
自の視点から全体のイメージでとらえることを理解している。

■ゴッホの自画像をとらえる時に形や色彩が感情にもたらす効果につい
て考えさせ、自分のイメージと形や色彩を関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

 形や色彩、材料などが感情にもたらす効果や造形的な特徴などを
もとに全体のイメージでとらえることを理解している。

形や色彩、材料などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴などを十分
に把握し、優しさや楽しさ、不思議さ、よさや美しさなど独自の視点か
ら全体のイメージでとらえることを理解している。

■想像の世界を表現するために形や色彩が感情にもたらす効果を実感的
に理解できるよう、経験したことと関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）ア
（ｱ)

発
想
・

構
想

風景や動植物、想像した心の世界などから主題を生み出し、単純
化や省略、強調などを考えながら材料や用具の特徴を生かし心豊
かに表現する構想を練っている。

風景や動植物、想像した心の世界などから感じ取ったことや考えたこと
などをもとに主題を生み出し、単純化や強調など創造的な構成や彩色の
効果など独自の視点から工夫し、心豊かに表現する構想を練っている。

■描きたい想像の世界の主題について考えさせたり、描く内容について
考えていることを言葉に表すように指導するなどして、構想しやすくさ
せる。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、風景や動植物、想像した心の世
界などから感じ取ったことや考えたことなどをもとに材料や用具
の特徴を生かした表現の学習活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、独自の視点から想像した世界につ
いてじっくりと見つめ直し構想を練ろうとしたり、表現方法の試行錯誤
を重ねたりして表現活動に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜ自分がその主題にしたのかを
改めて考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したり
するなどして意欲を高められるようにする。

ゴッホと自画像

想像の世界を表す

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)

Ａ表現（2）ア
（ｱ)

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)

技
能

鑑
賞

態
鑑

鑑
賞

態
鑑

知

思
想像を広げ、思い描いた世界を表現す
る作品の構想を練ろう。

思

学
夢や想像の世界を表現することに関心
をもち、主体的に取り組もう。

主

2.3

2
0
・
2
1

表
現
（
絵
・
彫
刻
）

知
色彩や材料などの性質を理解し、想像
の世界を表す方法を工夫しよう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

■自分表現活動と関連づけて考えさせたり、ゴッホの作品や生涯につい
て説明するなどして興味をもたせ、ゴッホの自画像について考えさせる
ようにする。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や想像の世界の意味などについて考えさせるようにする。

2.3

1
8
・
1
9

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
ゴッホとその作品に関心をもち、主体
的に鑑賞しよう。

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知

思

主

知
色彩の特徴や筆使いの変化を理解し、
ゴッホの作風をとらえよう。

思
自画像に込めたゴッホの心情や表現の
工夫を考えよう。

ゴッホの自画像の造形的なよさや美しさを感じ取り、自分自身を
表現するためのゴッホの心情や意図と、創造的な工夫などについ
て考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わいゴッホの自画像の鑑賞の学習活動
に主体的に取り組もうとしている。

材料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現の仕方を追
求して表している。

想像の世界を表した作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、作
者の心情や意図と創造的な工夫などについて考えるなどして、美
意識を高め、見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、夢や想像の世界を表した作品の
鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

独自の視点に立ってゴッホの自画像がもつ造形的なよさや美しさ、情熱
や静けさ、生命感などの感情を強く感じ取り、作者の心情や意図、創造
的な工夫などについて、根拠をもって深く考え、自分としての見方や感
じ方を深めようとしている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身のことと関連づけて考
えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、想像した世界を表した作品がもつ
造形的なよさや美しさ、優しさや楽しさ、不思議さなどについて新たな
視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を積極的に深め
ようとしている。

独自の視点に立って想像の世界を表した作品がもつ造形的なよさや美し
さ、優しさや楽しさ、不思議さなどを強く感じ取り、作者の心情や意図
や創造的な工夫などについて、根拠をもって深く考え、自分としての見
方や感じ方を深めている。

身につけた描画材料の生かし方をもとに、意図に応じて新たな表現方法
を試行錯誤するなどして創意工夫し豊かに表している。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、ゴッホの自画像がもつ造形的なよ
さや美しさ、情熱や静けさ、生命感などの感情をもとに新たな視点から
作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動
に主体的に取り組もうとしている。
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〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

 形や色彩、墨などの材料が感情にもたらす効果や墨がもつ造形的
な特徴をもとに全体のイメージでとらえることを理解している。

形や色彩、墨などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴などを十分に
把握し、それらが感情にもたらす効果などをもとに、独自の視点から全
体のイメージでとらえることを理解している。

■墨で表現するとき、形や色彩が感情にもたらす効果を実感的に理解で
きるよう、墨を使って描こうとする内容について日常目にしているもの
などから考えさせる。

Ａ表現（1）ア
（ｱ)

発
想
・

構
想

墨の特徴や効果などから主題を生み出し、単純化や省略、強調、
墨の効果などを考えながら心豊かに表現する構想を練っている。

墨の特徴や効果を生かしながら感じ取ったことや考えたことなどをもと
に主題を生み出し、単純化や強調など創造的な構成や墨の効果など独自
の視点から工夫し、心豊かに表現する構想を練っている。

■描きたい水墨画の主題について考えさせたり、描く内容について考え
ていることを言葉に表すように指導したりするなどして、構想しやすく
する。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、風景や墨の特徴などから感じ
取ったことや考えたことなどをもとにした表現の学習活動に主体
的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、独自の視点から墨の効果や特徴を
生かした作品についてじっくりと見つめ直し構想を練ろうとしたり、表
現方法の試行錯誤を重ねたりして表現活動に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようなぜ墨の表現をするときにその主題
にしたのかを改めて考えさせたり、墨の基本的な描画方法を個人的に指
導したりするなどして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などが感情にもたらす効果や造形的な特徴などを
もとに抽象的な表現について全体のイメージでとらえることを理
解している。

形や色彩、材料などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴などを十分
に把握し、それらが感情にもたらす効果などをもとに、独自の視点から
全体のイメージでとらえることを理解している。

■形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を実感的に理解できるよ
う、モダンテクニックなどと関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）ア
（ｱ) 発

想
・

構
想

感じ取ったこと、考えたこと、深く見つめたこと、偶然性などか
ら主題を生み出し、単純化や省略、強調や再構成などを考えなが
ら材料や用具の特徴を生かし心豊かに表現する構想を練ってい
る。

感じ取ったこと、考えたこと、深く見つめたこと、偶然性などをもとに
主題を生み出し、単純化や省略、強調や再構成など独自の視点から工夫
し、心豊かに表現する構想を練っている。

■抽象表現を使って描きたい世界の主題について考えさせたり、偶然の
効果などを活用させたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、感じ取ったこと、考えたこと、
深く見つめたこと、偶然性などをもとにした抽象的な表現の学習
活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、独自の視点から抽象的な作品につ
いてじっくりと見つめ直し構想を練ろうとしたり、表現方法の試行錯誤
を重ねたりして表現活動に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜ自分がその主題にしたのかを
改めて考えさせたり、モダンテクニックを改めて指導したりするなどし
て意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

版表現を通して形や色彩、材料などが感情にもたらす効果や造形
的な特徴などをもとに、全体のイメージでとらえることを理解し
ている。

版表現を通して形や色彩、材料などが感情にもたらす効果や、造形的な
特徴などを十分に把握し、それらが感情にもたらす効果などをもとに、
独自の視点から全体のイメージでとらえることを理解している。

■版表現をするとき、形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に
理解できるように、学習する内容について日常の生活からヒントを得さ
せるなどして考えさせる。

Ａ表現（1）ア
（ｱ)

発
想
・

構
想

対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたことなどをもとに主題
を生み出し、画面全体の調和や材料の特徴などを考え創造的な構
成を工夫しながら心豊かに版表現の構想を練っている。

対象を深く見つめ感じ取ったこと、考えたことなどをもとに主題を生み
出し、画面全体の調和や版表現の材料の特徴などを考え、単純化や省
略、強調や再構成など独自の視点から創造的な工夫をして、心豊かに表
現する構想を練っている。

■版表現で表したい主題について考えさせたり、表現したい内容につい
て考えていることを言葉に表すように指導したりするなどして、構想し
やすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、形や色彩の美しさや面白さをも
とに構想を練ったり、意図に応じて工夫して表したりする版表現
の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、独自の視点から版表現の作品につ
いてじっくりと見つめ直し構想を練ろうとしたり、表現方法の試行錯誤
を重ねたりして表現活動に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようなぜ版表現をするのにその主題にし
たのかを改めて考えさせたり、版画の基本的な制作方法を個人的に指導
したりするなどして意欲を高められるようにする。

水墨画の世界

形と色彩が織りなすイメージ

版表現の可能性

Ａ表現（2）ア
（ｱ)

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)、イ(ｲ)

Ａ表現（2）ア
（ｱ)

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や想像の世界の意味などについて考えさせるようにする。

■具体的な版画の制作方法の実演を行いながら説明して既習事項を思い
出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認させる。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、版表現の活動中にどのようなこ
とを考えたか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や版で表現した意味などについて考えさせるようにする。

技
能

鑑
賞

態
鑑

技
能

鑑
賞

態
鑑

技
能

鑑
賞

態
鑑

2.3

2
6
・
2
7

表
現
（
絵
・
彫
刻
）

知
版表現の技法や効果を理解し、彫りや
刷りを工夫しよう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

知

思
心の中を深く見つめ、感じ取ったり考
えたりしたことから表現の構想を練ろ
う。

思

学
抽象的な表現に関心をもち、主体的に
取り組もう。

主

2.3

2
4
・
2
5

表
現
（
絵
・
彫
刻
）

知
形や色彩が感情にもたらす効果を理解
し、抽象的な表現を工夫しよう。

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)

Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ)

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)

知

思
版の特徴から表したいことを考え、そ
の効果を生かして表現の構想を練ろ
う。

思

学
版で表すことに関心をもち、主体的に
取り組もう。

主

2.3

2
2
・
2
3

表
現
（
絵
・
彫
刻
）

知
墨の性質を理解し、効果的な表現方法
を工夫しよう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

知

思
墨による表現の特徴を生かして表現の
構想を練ろう。

思

学
水墨画に関心をもち、主体的に取り組
もう。

主

■具体的な筆づかいや墨の生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が描きたいことを確認させ
る。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、墨を生かした活動中にどのよう
なことを考えたか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせ
る。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や墨で表現した意味などについて考えさせるようにする。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明してモダン
テクニックなどの既習事項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が
表現したいことを確認させる。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

墨の特性を生かし、意図に応じて自分の表現の仕方を追求して表
している。

水墨画の伝統や文化のよさや、墨の特徴を生かして表した作品の
造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な
工夫、関連する美術文化の継承と創造について考えるなどして、
美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

材料や用具の生かし方を身につけ、意図に応じてつくり方を工夫
し制作の順序を考えながら見通しをもって表している。

抽象的な表現の作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の
心情や意図と創造的な工夫などについて考えるなどして、美意識
を高め、見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、感じ取ったこと、考えたこと、
深く見つめたこと、偶然性などをもとにした抽象的に表現された
作品の鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

版表現の材料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方
法を追求し制作の順序を考えながら見通しをもって表している。

版表現のよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な
工夫などについて考え、美意識を高め見方や感じ方を深めてい
る。

美術の創造活動の喜びを味わい、楽しく版表現を用いた作品など
の見方や感じ方を広げる学習活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

美術の創造活動の喜びを味わい、墨の特徴を生かした作品の鑑賞
の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、抽象的な表現の作品がもつ造形的
なよさや美しさ、優しさや楽しさ、不思議さなどについて新たな視点か
ら作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を積極的に深めようと
している。

独自の視点に立って抽象的な作品がもつ造形的なよさや美しさを強く感
じ取り、作者の心情や表現の意図、創造的な工夫などについて、根拠を
もって深く考え、自分としての見方や感じ方を深めている。

身につけた材料や用具の生かし方をもとに、意図に応じて新たな表現方
法を試行錯誤するなどして追求し、制作の順序や環境との関係性などを
総合的に考えながら創意工夫し豊かに表している。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、墨の効果や特徴を生かした作品が
もつ造形的なよさや美しさ、優しさや楽しさ、不思議さなどについて新
たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を積極的に
深めようとしている。

独自の視点に立って水墨画の伝統や文化のよさや、墨の効果や特徴を生
かした作品がもつ造形的なよさや美しさを強く感じ取り、作者の心情や
意図や創造的な工夫、美術文化の継承と創造などについて、根拠をもっ
て深く考え、自分としての見方や感じ方を深めている。

身につけた墨の生かし方をもとに、意図に応じて新たな表現方法を試行
錯誤するなどして創意工夫し豊かに表している。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、版表現の特徴を生かした作品がも
つ造形的なよさや美しさなどについて新たな視点から作品をとらえよう
とするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

独自の視点に立って版表現の作品がもつ造形的なよさや美しさを強く感
じ取り、作者の心情や表現の意図、創造的な工夫などについて、根拠を
もって深く考え、自分としての見方や感じ方を深めている。

身につけた版表現の材料や用具の生かし方をもとに、意図に応じて新た
な表現方法を試行錯誤するなどして創意工夫して豊かに表している。



第２・３学年

4 / 18 ページ

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などが感情にもたらす効果や、立体感や遠近感、
量感など造形的な特徴などをもとに、場面や空間がもつよさや美
しさを全体のイメージでとらえることを理解している。

形や色彩、材料などが感情にもたらす効果や、立体感や遠近感、量感な
ど造形的な特徴などを十分に把握し、それらが感情にもたらす効果など
をもとに、独自の視点から全体のイメージでとらえることを理解してい
る。

■形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう
に、身近な経験と関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）ア
（ｱ)

発
想
・

構
想

心に残った出来事や場面から主題を生み出し、省略や強調、創造
的な構成や材料の工夫などを考え、心豊かに表現する構想を練っ
ている。

心に残った出来事や場面から主題を生み出し、作品全体の調和や材料の
特徴などを考え、強調や再構成、配置の工夫など独自の視点から創造的
な工夫をして、心豊かに表現する構想を練っている。

■立体表現を使って表現したい心に残った時を考えさせたり、具体的な
場面を写真で再現させたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、心に残った出来事や場面などを
もとにした立体の表現活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、独自の視点から立体感や遠近感、
量感など造形的な特徴などを十分に把握し、立体作品についてじっくり
と見つめ直し構想を練ろうとしたり、表現方法の試行錯誤を重ねたりし
て表現活動に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜ自分がその場面を選択したの
かを改めて考えさせたり、具体的な場面を写真などで再現させたりする
などして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料の質感やまわりの空間などが感情にもたらす効果
や、造形的な特徴などをもとに、それらがもつ強さや美しさ、緊
張感などを全体のイメージでとらえることを理解している。

形や色彩、材料の質感やまわりの空間などが感情にもたらす効果や、造
形的な特徴などを十分に把握し、それらがもつ強さや美しさ、緊張感な
どをもとに、独自の視点から全体のイメージでとらえることを理解して
いる。

■形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう
に、身近な経験と関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）ア
（ｱ)

発
想
・

構
想

対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想像したことな
どをもとに主題を生み出し、省略や強調、材料の特徴などを考
え、創造的な構成を工夫するなどして、心豊かに表現する構想を
練っている。

対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想像したことなどをも
とに主題を生み出し、作品全体の調和や材料の特徴などを考え、省略や
強調、材料の特徴など独自の視点から創造的な工夫を十分にして、心豊
かに表現する構想を練っている。

■抽象表現を使って表現したい世界の主題について考えさせたり、材料
の特徴などを活用させたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、形や色彩の美しさ、材料の質感
やまわりの空間がもたらす効果などをもとに創造的に構成するな
どして制作された立体の表現活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、独自の視点から量感や動勢などの
造形的な特徴などを十分に把握し、立体作品についてじっくりと見つめ
直し構想を練ろうとしたり、表現方法の試行錯誤を重ねたりして表現活
動に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜ自分がその主題にしたのかを
改めて考えさせたり、材料の特徴を生かすために改めて指導したりする
などして意欲を高められるようにする。

この場所、この場面

形を研ぎ澄ませて

Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ)

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

技
能

鑑
賞

態
鑑

■具体的な材料などの生かし方の実演を行いながら説明して立体表現な
どの既習事項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいこ
とを確認させる。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や表現した場所や場面の意味などについて考えさせるようにする。

技
能

鑑
賞

態
鑑

知

思
心に残った出来事や情景から表したい
ことを考え、表現の構想を練ろう。

思

学
情景を立体的に表現することに関心を
もち、主体的に取り組もう。

主

2.3

2
8
・
2
9

表
現
（
絵
・
彫
刻
）

知
場所や場面を空間としてとらえ、材料
などを工夫して表そう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ)

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)

知
材料の性質を理解し、抽象的な形を表
す方法を工夫しよう。

知

2.3

3
0
・
3
1

表
現
（
絵
・
彫
刻
）

思
形や色彩を単純化、抽象化しながら表
現の構想を練ろう。

思

学
抽象的な彫刻に関心をもち、主体的に
取り組もう。

主

材料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求
し、制作の順序を考えながら見通しをもって表している。

心に残った出来事や場面などをもとにつくられた作品の造形的な
よさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図などについて考え、
見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、心に残った出来事や場面などを
もとにした立体作品の鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとし
ている。

材料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求
し、制作の順序などを総合的に考えながら見通しをもって表して
いる。

対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想像したことな
どをもとにつくられた作品の造形的なよさや美しさを感じ取り、
作者の心情や意図などについて考え、見方や感じ方を深めてい
る。

美術の創造活動の喜びを味わい、形や色彩の美しさ、材料の質感
やまわりの空間がもたらす効果などをもとに創造的に構成するな
どして制作された立体作品の鑑賞の学習活動に主体的に取り組も
うとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、立体に表した作品がもつ造形的な
よさや美しさなどについて新たな視点から作品をとらえようとするなど
して見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

独自の視点に立って立体に表した作品がもつ造形的なよさや美しさを強
く感じ取り、作者の心情や表現の意図、創造的な工夫などについて、根
拠をもって深く考え、自分としての見方や感じ方を深めている。

身につけた材料や用具の生かし方をもとに、意図に応じて新たな表現方
法を試行錯誤するなどして創意工夫し豊かに表している。

独自の視点に立って対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想
像したことなどをもとにつくられた作品がもつ造形的なよさや美しさを
強く感じ取り、作者の心情や表現の意図、創造的な工夫などについて、
根拠をもって深く考え、自分としての見方や感じ方を深めている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美し
さ、材料の質感やまわりの空間がもたらす効果などについて新たな視点
から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を積極的に深めよう
としている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や表現した場所や場面の意味などについて考えさせるようにする。

■具体的な材料などの生かし方の実演を行いながら説明して立体表現な
どの既習事項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいこ
とを確認させる。

身につけた材料や用具の生かし方をもとに、意図に応じて新たな表現方
法を試行錯誤するなどして追求し、制作の順序や環境との関係性などを
総合的に考えながら創意工夫し豊かに表している。
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料の質感や周囲の環境などが感情にもたらす効果
や、造形的な特徴などをもとに、それらがもつ美しさや豊かさ、
環境との調和などについて全体のイメージでとらえることを理解
している。

形や色彩、材料の質感や周囲の環境などが感情にもたらす効果や、造形
的な特徴などを十分に把握し、それらがもつ強さや美しさ、緊張感など
をもとに、独自の視点から全体のイメージでとらえることを理解してい
る。

■形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を実感的に理解できるよ
う、身近な経験や周囲の環境と関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）ア
（ｱ) 発

想
・

構
想

対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想像したことな
どをもとに主題を生み出し、単純化や省略、強調、材料の特徴な
どを考え、創造的な構成を工夫するなどして、心豊かに表現する
構想を練っている。

対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想像したことなどをも
とに主題を生み出し、単純化や省略、強調、材料の特徴などを考え、省
略や強調、材料の特徴など独自の視点から創造的な工夫を十分にして、
心豊かに表現する構想を練っている。

■抽象表現を使ってまわりの環境と表現したい作品の関連性から主題に
ついて考えさせたり、材料の特徴などを活用させたりするなどして、構
想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、形や色彩の美しさ、材料の質感
やまわりの空間がもたらす効果などをもとに創造的に構成するな
どして制作された立体の表現活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、独自の視点から形や色彩の美し
さ、材料の質感やまわりの空間との関係性などがもたらす美しさや豊か
さなどを十分に把握し、立体作品についてじっくりと見つめ直し構想を
練ろうとしたり、表現方法の試行錯誤を重ねたりして表現活動に取り組
もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜ自分がまわりの空間との関係
性からその主題にしたのかを改めて考えさせたり、材料の特徴を生かす
ために改めて指導したりするなどして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料の性質などが感情にもたらす効果や、造形的な特
徴などをもとに、それらがもつ美しさや豊かさ、生命感などを全
体のイメージや作風でとらえることを理解している。

形や色彩、材料の性質などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴など
を十分に把握し、それらがもつ美しさや豊かさ、生命感などをもとに、
独自の視点から全体のイメージでとらえることを理解している。

■形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を実感的に理解できるよ
う、身近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

場と形の響き合い

生命感あふれる表現

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)

■具体的な材料などの生かし方の実演を行いながら説明して立体表現な
どの既習事項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいこ
とを確認させる。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や表現した場所や場面の意味などについて考えさせるようにする。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身のことと関連づけて考
えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

■自分表現活動と関連づけて考えさせたり、作家の作品や生涯について
説明したりするなどして興味をもたせ、生命感のある表現について考え
させるようにする。

技
能

鑑
賞

態
鑑

鑑
賞

態
鑑

知
作品の造形的な特徴から、それぞれの
作家の作風をとらえよう。

思
作品を設置する場所から主題を生み出
し、構想を練ろう。

思

学
身近な環境と響き合う彫刻に関心をも
ち、主体的に取り組もう。

主

2.3

3
2
・
3
3

表
現
（
絵
・
彫
刻
）

知
環境と響き合う形や色彩などの特徴を
理解し、表現方法を工夫しよう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ)

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)イ(ｱ)

知

思
作者がどのように表そうとしたのか、
作者の意図や表現の工夫を考えよう。

思

学
それぞれの作家と作品に関心をもち、
主体的に鑑賞しよう。

主

2.3

3
4
・
3
5

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知
材料や用具の特性を生かし、意図に応じて自分の表現方法を追求
し、制作の順序や環境との関係性などを総合的に考えながら見通
しをもって表している。

対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想像したこと、
まわりの空間との関係性などをもとにつくられた作品の造形的な
よさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図などについて考えた
り、身近な環境の中に見られる造形的な美しさを感じ取り、生活
や社会を豊かにする美術の働きなどについて考えたりするなどし
て見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、形や色彩の美しさ、材料の質感
やまわりの空間との関係性などがもたらす美しさや豊かさなどを
もとに制作された立体の作品について鑑賞の学習活動に主体的に
取り組もうとしている。

対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想像したことな
どをもとにつくられた作品の造形的なよさや美しさ、生命感など
を感じ取り、作者の言葉も参考にして、作者の心情や表現の意図
などについて考え、見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい形や色彩の美しさ、材料の性質な
どがもたらす美しさや豊かさ、生命感などをもとに制作された作
品について作者の言葉も参考にして鑑賞の学習活動に主体的に取
り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美し
さ、材料の質感やまわりの空間との関係性などがもたらす効果などにつ
いて新たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を積
極的に深めようとしている。

独自の視点に立って対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想
像したこと、まわりの空間との関係性などをもとにつくられた作品がも
つ造形的なよさや美しさを強く感じ取り、作者の心情や表現の意図、創
造的な工夫、生活や社会を豊かにする美術の働きなどについて、根拠を
もって深く考え、自分としての見方や感じ方を深めている。

身につけた材料や用具の生かし方をもとに、意図に応じて新たな表現方
法を試行錯誤するなどして追求し、制作の順序や環境との関係性などを
総合的に考えながら創意工夫し豊かに表している。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美し
さ、材料の性質などがもたらす美しさや豊かさ、生命感などの効果など
について新たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方
を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

独自の視点に立って対象を深く見つめ感じ取ったことや考えたこと、想
像したことなどをもとにつくられた作品がもつ造形的なよさや美しさ、
生命感などを強く感じ取り、作者の言葉も参考にして、作者の心情や表
現の意図、創造的な工夫などについて、根拠をもって深く考え、自分と
しての見方や感じ方を深めている。
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、余白や空間の効果をもとに絵巻物の作品について見立
てたり心情などと関連づけたりするなどして全体のイメージや作
風でとらえることを理解している。

形や色彩、余白や空間の効果などを十分に把握し、絵巻物の作品につい
て見立てたり心情などと関連づけたりするなどして独自の視点からそれ
らを全体のイメージや作風でとらえることを理解している。

■形や色彩が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身近な経
験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、金や墨など材料の性質や、余白や空間の効果をもとに
障屏画や水墨画の美術作品について全体のイメージや作風でとら
えることを理解している。

形や色彩、金や墨など材料の性質や、余白や空間の効果をもとに障屏画
や水墨画の作品について見立てたり心情などと関連づけたりするなどし
て独自の視点からそれらを全体のイメージや作風でとらえることを理解
している。

■形や色彩が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身近な経
験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

形や色彩、材料などの性質や、構成の美しさなどをもとに琳派の
作品について全体のイメージや作風でとらえることを理解してい
る。

形や色彩、材料の性質や、構成の美しさなどをもとに琳派の作品につい
て独自の視点からそれらを全体のイメージや作風でとらえることを理解
している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

日本らしさ①
物語を伝える絵巻物の世界

日本らしさ②
金の表現、墨の表現

日本らしさ③
琳派のデザイン性

2.3

4
1
～
4
4

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

鑑
賞

態
鑑

鑑
賞

態
鑑

鑑
賞

態
鑑

知

思
琳派の造形のよさや美しさを感じ取
り、美術文化の見方や感じ方を深めよ
う。

思

知

思
障屏画や水墨画のよさや美しさを感じ
取り、美術文化の見方や感じ方を深め
よう。

思

学
障屏画や水墨画に関心をもち、主体的
に鑑賞しよう。

主

知
障屏画や水墨画の内容や造形的な特徴
を理解しよう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)イ(ｲ)

学
琳派の造形に関心をもち、主体的に鑑
賞しよう。

主

2.3

4
5
～
4
7

鑑
賞
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知 琳派の造形的な特徴を理解しよう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ)イ(ｲ)

知

思
絵巻物のよさや美しさを感じ取り、美
術文化の見方や感じ方を深めよう。

思

学
絵巻物に関心をもち、主体的に鑑賞し
よう。

主

2.3

3
8
～
4
0

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知
絵巻物の内容や造形的な特徴を理解し
よう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)イ(ｲ)

作品がもつよさや美しさを感じ取り、絵巻物の作者の制作の意図
や表現の工夫、関連する美術文化の継承と創造について考えるな
どして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、絵巻物の作品や関連する美術文
化などの見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組
もうとしている。

作品がもつよさや美しさを感じ取り、障屏画や水墨画の作者の制
作の意図や表現の工夫、関連する美術文化の継承と創造について
考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、障屏画や水墨画の作品や関連す
る美術文化のなどの見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体
的に取り組もうとしている。

琳派の作品がもつよさや美しさを感じ取り、独特のデザイン性を
用いた作者の制作の意図や表現の工夫、関連する美術文化の継承
や創造について考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を
深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、琳派の作品や関連する美術文化
などの見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組も
うとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、琳派の作品や関連する美術文化などについて
新たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を深める
鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

独自の視点に立って対象を深く見つめ琳派の作品がもつよさや美しさを
強く感じ取り、独特のデザイン性を用いた作者の制作の意図や表現の工
夫、関連する美術文化の継承と創造について根拠をもって深く考えるな
どして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、障屏画や水墨画の作品や関連する美術文化な
どについて新たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ
方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

独自の視点に立って対象を深く見つめ作品がもつよさや美しさを強く感
じ取り、障屏画や水墨画の作者の制作の意図や表現の工夫、関連する美
術文化の継承と創造について根拠をもって深く考えるなどして、美意識
を高め、見方や感じ方を深めている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、絵巻物の作品や関連する美術文化などについ
て新たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を深め
る鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

独自の視点に立って対象を深く見つめ作品がもつよさや美しさを強く感
じ取り、絵巻物の作者の制作の意図や表現の工夫、関連する美術文化の
継承と創造について根拠をもって深く考えるなどして、美意識を高め、
見方や感じ方を深めている。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、当時の文化的背景や現代
への影響について説明したりするなどして興味をもたせ、琳派の世界に
ついて考えさせるようにする。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身の生活と関連づけて考
えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、当時の文化的背景につい
て説明したりするなどして興味をもたせ、絵巻物に描かれた世界につい
て考えさせるようにする。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていることと関
連づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、当時の文化的背景につい
て説明したりするなどして興味をもたせ、障屏画や水墨画に描かれた世
界について考えさせるようにする。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていることと関
連づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。
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〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

形や色彩、余白や空間が感情にもたらす効果をもとに浮世絵の作
品について見立てるなどして全体のイメージや作風でとらえるこ
とを理解している。

形や色彩、余白や空間が感情にもたらす効果をもとに浮世絵の作品につ
いて見立てるなどして独自の視点からそれらを全体のイメージや作風で
とらえることを理解している。

■形や色彩が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身近な経
験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などの性質、余白や空間が感情にもたらす効果を
もとに日本と日本の作品から影響を受けた欧米諸国の作品の関係
性や、それらを全体のイメージや作風でとらえることを理解して
いる。

形や色彩、材料などの性質、余白や空間が感情にもたらす効果をもとに
日本と日本の作品から影響を受けた欧米諸国の作品の関係性や、独自の
視点からそれらを全体のイメージや作風でとらえることを理解してい
る。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

日本らしさ④
浮世絵、庶民の楽しみ

日本らしさ⑤
美術がつなぐ世界と日本

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)イ(ｲ) 鑑

賞

態
鑑

鑑
賞

知

思
浮世絵のよさや美しさを感じ取り、美
術文化の見方や感じ方を深めよう。

思

学 浮世絵に関心をもち、主体的に鑑賞し
よう。

主
態
鑑

2.3

4
8
・
4
9

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知 浮世絵の造形的な特徴を理解しよう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)イ(ｲ)

知

思
西洋美術との関係をもとに日本美術の
特徴について考え、見方や感じ方を深
めよう。

思

学
身近な造形表現の中にある日本的な特
徴に関心をもち、主体的に鑑賞しよ
う。

主

2.3

5
0
・
5
1

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知
日本の美術が西洋美術に及ぼした影響
について理解しよう。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

浮世絵の作品がもつよさや美しさを感じ取り、省略や強調、見立
てやユーモアなどを用いた作者の制作の意図や表現の工夫、関連
する美術文化の継承と創造について考えるなどして、美意識を高
め、見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、浮世絵の作品や関連する美術文
化などの見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組
もうとしている。

日本と日本の作品から影響を受けた欧米諸国の作品がもつよさや
美しさを感じ取り、作者の制作の意図や表現の工夫、関連する美
術文化の継承と創造について考えるなどして、美意識を高め、見
方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、日本と日本の作品から影響を受
けた欧米諸国の作品や関連する美術文化などの見方や感じ方を深
める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、浮世絵の作品や関連する美術文化などについ
て新たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を深め
る鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

独自の視点に立って対象を深く見つめ浮世絵の作品がもつよさや美しさ
を強く感じ取り、省略や強調、見立てやユーモアなどを用いた作者の制
作の意図や表現の工夫、関連する美術文化の継承と創造について根拠を
もって深く考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めてい
る。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、浮世絵の作品や関連する美術文化などについ
て新たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を深め
る鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

独自の視点に立って対象を深く見つめ浮世絵の作品がもつよさや美しさ
を強く感じ取り、省略や強調、見立てやユーモアなどを用いた作者の制
作の意図や表現の工夫、関連する美術文化について根拠をもって深く考
えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていることと関
連づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、当時の文化的背景や西洋
への影響について説明したりするなどして興味をもたせ、浮世絵につい
て考えさせるようにする。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、現在自分が興味のあることと関
連づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、当時の文化的背景や西洋
美術に与えた影響について説明したりするなどして興味をもたせ、日本
美術と世界との関係について考えさせるようにする。
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〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

形や色彩、材料などの性質や、それらが感情にもたらす効果をも
とに古代の作品について量感や動勢など全体のイメージや作風で
とらえることを理解している。

形や色彩、材料などの性質や、それらが感情にもたらす効果をもとに古
代の作品について量感や動勢など独自の視点からそれらを全体のイメー
ジや作風でとらえることを理解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料や光などの性質や、それらが感情にもたらす効果
をもとに仏像について空間の効果、量感や動勢など全体のイメー
ジや作風でとらえることを理解している。

形や色彩、材料や光などの性質や、それらが感情にもたらす効果をもと
に仏像について空間の効果、量感や動勢など独自の視点からそれらを全
体のイメージや作風でとらえることを理解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

形や色彩、材料などの性質、立体感や遠近感などをもとにルネサ
ンスの美術について全体のイメージや作風でとらえることを理解
している。

形や色彩、材料などの性質や、立体感や遠近感などをもとにルネサンス
の美術について独自の視点からそれらを全体のイメージや作風でとらえ
ることを理解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

造形表現のパワー

祈りの造形、仏像の美

ルネサンス、人間の発見

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)イ(ｲ)

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

主
態
鑑

思
仏像の造形的なよさや美しさを感じ取
り、見方や感じ方を深めよう。

思
鑑
賞

学
仏像に興味をもち、主体的に鑑賞しよ
う。

主
態
鑑

鑑
賞

2.3

5
2
・
5
3

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知
古代の人々の造形表現について理解し
よう。

知

思
古代の造形表現のよさや美しさを感じ
取り、その特徴について考えよう。

思Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)イ(ｲ)

古代の作品がもつよさや美しさを感じ取り、作者の制作の意図や
表現の工夫、関連する古代の文化について考えたり、美術文化の
継承と創造について考えたりするなどして、美意識を高め、見方
や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい古代の美術作品や関連する古代の
文化などの見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

仏像がもつよさや美しさ、優しさや力強さ、静寂さなどを感じ取
り、それぞれの時代ごとの表現の工夫、関連する美術文化の継承
と創造について考えたりするなどして、美意識を高め、見方や感
じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい仏像や関連する美術文化などの見
方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとして
いる。

美術の創造活動の喜びを味わいルネサンスの美術作品や関連する
美術や科学などの文化を考えるなどして、見方や感じ方を深める
鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

西洋で受け継がれてきた表現の特質などからルネサンスの美術作
品がもつよさや美しさ、静けさなどを感じ取り、新たな表現を目
指した作者の制作の意図や表現の工夫、関連する文化や社会につ
いて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めてい
る。

独自の視点に立って対象を深く見つめ古代の作品がもつよさや美しさを
強く感じ取り、作者の制作の意図や表現の工夫、関連する美術文化の継
承と創造について根拠をもって深く考えるなどして、美意識を高め、見
方や感じ方を深めている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、古代の作品や関連する美術文化などについて
新たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を深める
鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

独自の視点に立って対象を深く見つめ仏像がもつよさや美しさ、優しさ
や力強さ、静寂さなどを強く感じ取り、それぞれの時代ごとの表現の工
夫、関連する古代の文化について根拠をもって深く考えるなどして、美
意識を高め、見方や感じ方を深めている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、仏像や関連する美術文化などについて新たな
視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ方を深める鑑賞の
学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、ルネサンスの作品や関連する美術や科学など
の文化などについて新たな視点から作品をとらえようとするなどして見
方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分が過去に表現したことと関
連づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、古代の文化について説明
したりするなどして興味をもたせ、古代の美術作品について考えさせる
ようにする。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、古代の文化について説明
したりするなどして興味をもたせ、古代の美術作品について考えさせる
ようにする。

独自の視点に立って西洋で受け継がれてきたの表現の特質などからルネ
サンスの美術作品がもつよさや美しさ、静けさなどを強く感じ取り、ル
ネサンスの時代の表現の工夫、関連する文化や社会について根拠をもっ
て深く考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、古代の文化について説明
したりするなどして興味をもたせ、古代の美術作品について考えさせる
ようにする。

鑑
賞

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
古代の人々の作品に関心をもち、主体
的に鑑賞しよう。

主
態
鑑

2.3

5
4
・
5
5

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知
仏像に特有な造形表現について理解し
よう。

知

2.3

5
6
・
5
7

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知
ルネサンスの美術について理解しよ
う。

知

思
ルネサンス美術の造形的なよさや美し
さを感じ取り、見方や感じ方を深めよ
う。

思Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ)

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
ルネサンスの美術に興味をもち、主体
的に鑑賞しよう。
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料や光などの性質やそれらが感情にもたらす効果、
立体感や遠近感などをもとにロマン主義や写実主義の美術につい
て全体のイメージや作風でとらえることを理解している。

形や色彩、材料や光などの性質や、それらが感情にもたらす効果、立体
感や遠近感などをもとにロマン主義や写実主義の美術について独自の視
点からそれらを全体のイメージや作風でとらえることを理解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

形や色彩、材料や光などの性質やそれらが感情にもたらす効果な
どをもとに印象派の美術について全体のイメージや作風でとらえ
ることを理解している。

形や色彩、材料や光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを
もとに、印象派の美術について独自の視点から全体のイメージや作風で
とらえることを理解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

主題を決めるロマン主義

光をとらえる印象派

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

主
態
鑑

主
態
鑑

学
印象派の美術に関心をもち、主体的に
鑑賞しよう。

2.3

美術の創造活動の喜びを味わい、ロマン主義や写実主義の作品や
関連する美術文化や社会的背景を考えるなどして、見方や感じ方
を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

美術の創造活動の喜びを味わい、印象派の美術作品や関連する美
術文化や社会的背景、日本の影響などを考えるなどして、見方や
感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、ロマン主義や写実主義の作品や関連する美術
や科学などの文化などについて新たな視点から作品をとらえようとする
などして見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうと
している。

独自の視点に立って西洋で受け継がれてきたの表現の特質や日本の影響
などから印象派の美術作品がもつよさや美しさを強く感じ取り、印象派
の表現の工夫、関連する文化や社会的背景について根拠を持って深く考
えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、印象派の作品や関連する美術文化や社会的背
景、日本の影響などについて新たな視点から作品をとらえようとするな
どして見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとし
ている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

5
8
・
5
9

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知
ロマン主義や写実主義の美術について
理解しよう。

知

思
ロマン主義や写実主義の造形的なよさ
や美しさを感じ取り、見方や感じ方を
深めよう。

思Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ) 鑑

賞

西洋で受け継がれてきた表現の特質などからロマン主義や写実主
義の美術作品がもつよさや美しさを感じ取り、新たな表現を目指
した作者の制作の意図や表現の工夫、関連する文化や社会的背景
について考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めて
いる。

独自の視点に立って西洋で受け継がれてきたの表現の特質などからロマ
ン主義や写実主義の美術作品がもつよさや美しさなどを強く感じ取り、
ロマン主義や写実主義の表現の工夫、関連する文化や社会的背景につい
て根拠をもって深く考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深
めている。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
ロマン主義や写実主義の美術に興味を
もち、主体的に鑑賞しよう。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、古代の文化について説明
するなどして興味をもたせ、古代の美術作品について考えさせるように
する。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、古代の文化について説明
するなどして興味をもたせ、古代の美術作品について考えさせるように
する。

2.3

6
0
・
6
1

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知 印象派の美術について理解しよう。 知

思
印象派の作品のよさや美しさを感じ取
り、見方や感じ方を深めよう。

思Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ) 鑑

賞

西洋で受け継がれてきた表現の特質や日本の影響などから印象派
の美術作品がもつよさや美しさを感じ取り、新たな表現を目指し
た作者の制作の意図や表現の工夫、関連する文化や社会的背景に
ついて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めてい
る。
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、設置す
る場所や造形的な特徴などをもとに、全体のイメージでとらえる
ことを理解している。

形や色彩などの性質やそれらが感情にもたらす効果を多様な視点からと
らえて理解し、幅広い視野に立って設置する場所や造形的な特徴などを
十分に把握し、わかりやすさと美しさとの調和などを全体のイメージで
より深くとらえることを理解している。

■伝達のデザインを表現するために形や色彩が感情にもたらす効果を実
感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）イ
（ｲ)

発
想
・
構
想

目的や条件などをもとに、伝える相手や施設、場所のイメージな
どから主題を生み出し、形や色彩などが感情にもたらす効果や、
わかりやすさと美しさなどとの調和、統一感などを総合的に考
え、表現の構想を練っている。

伝える相手や施設、場所の強いイメージをもって主題を生み出し、形や
色彩などが感情にもたらす効果や、わかりやすさと美しさなどとの調
和、統一感などを多様な視点から総合的に考え、一層伝わりやすく美し
い表現の構想を練っている。

■わかりやすい伝達のデザインの主題について考えさせたり、デザイン
する内容について考えていることを話し合わせて他者の意見を参考にさ
せたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩など
が感情にもたらす効果や、わかりやすさと美しさなどとの調和、
統一感などを総合的に考えて構想を練り、意図に応じて創意工夫
し見通しをもって表す表現の学習活動に主体的に取り組もうとし
ている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、わかりやすさと
美しさなどととの調和、統一感などを総合的に考え、独創的な視点から
創意工夫して構想を練ろうとしたり、より一層わかりやすく美しいデザ
インにするために意図に応じて試行錯誤を重ねたりして表現活動に主体
的に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるように、なぜそのデザインにしたのかを
改めて考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したり
するなどして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、構成の
美しさなどの造形的な特徴などをもとに、わかりやすさと美しさ
との調和などを全体のイメージでとらえることを理解している。

形や色彩などの性質やそれらが感情にもたらす効果を多様な視点からと
らえて理解し、幅広い視野に立って構成の美しさなどの造形的な特徴な
どを十分に把握し、わかりやすさと美しさとの調和などを全体のイメー
ジでより深くとらえることを理解している。

■伝達のデザインを表現するために形や色彩が感情にもたらす効果を実
感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）イ
（ｲ) 発

想
・

構
想

目的や条件などをもとに、伝える相手や場面などのイメージから
主題を生み出し、形や色彩などが感情にもたらす効果や、伝達の
効果と美しさなどとの調和を考え、伝わりやすく美しい表現の構
想を練っている。

目的や条件などをもとに、伝える相手や場面などの強いイメージをもっ
て主題を生み出し、形や色彩などが感情にもたらす効果や、伝達の効果
と美しさなどとの調和を多様な視点から総合的に考え、一層伝わりやす
く美しい表現の構想を練っている。

■わかりやすい伝達のデザインの主題について考えさせたり、デザイン
する内容について考えていることを話し合わせて他者の意見を参考にさ
せたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩など
が感情にもたらす効果や、伝達の効果と美しさなどとの調和を総
合的に考えて構想を練り、意図に応じて創意工夫し見通しをもっ
て表す表現の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、伝達の効果と美
しさなどとの調和を総合的に考え、独創的な視点から創意工夫して構想
を練ろうとしたり、より一層わかりやすく美しいデザインにするために
意図に応じて試行錯誤を重ねたりして表現活動に主体的に取り組もうと
している。

■主体的に表現の活動ができるようになぜそのデザインにしたのかを改
めて考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりす
るなどして意欲を高められるようにする。

ピクトグラムとサイン計画

ポスターで伝える

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ)

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの 主

態
鑑

主

態
鑑

技
能

思
伝えたい内容や相手に合ったピクトグ
ラムを考えよう。

思

美術の創造活動の喜びを味わい、伝達のデザインの調和のとれた
洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深める鑑
賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

美術の創造活動の喜びを味わい、伝達のデザインの調和のとれた
洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深める鑑
賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的
に考えながら、見通しをもって表している。

表現の意図に応じて、形や色彩などが感情にもたらす効果を考えながら
新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練されたデザ
インになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら豊かに
表している。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

鑑
賞

伝達のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取
り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考える
などして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

伝達のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、
作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、根拠をもって深
く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視点に立って、自分と
しての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

学
わかりやすく伝えるデザインに関心を
もち、主体的に表現しよう。 自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に伝達のデザインの調和の

とれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図
と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとらえよう
とするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

2.3

6
4
・
6
5

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
ピクトグラムの意味や役割を理解しよ
う。

知
Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ)

2.3

6
6
・
6
7

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
ポスターの機能や意図について理解し
よう。

知
Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能

意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的
に考えながら、見通しをもって表している。

表現の意図に応じて、形や色彩などが感情にもたらす効果を考えながら
新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練されたデザ
インになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら豊かに
表している。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

思
伝えたい内容や相手に合ったポスター
を考えよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ) 鑑

賞

伝達のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取
り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考える
などして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

伝達のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、
作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、根拠をもって深
く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視点に立って、自分と
しての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの 学

わかりやすく伝えるデザインに関心を
もち、主体的に表現しよう。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に伝達のデザインの調和の
とれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図
と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとらえよう
とするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、構成の
美しさなどの造形的な特徴などをもとに、錯視の効果と美しさと
の調和などを全体のイメージでとらえることを理解している。

形や色彩などの性質やそれらが感情にもたらす効果を多様な視点からと
らえて理解し、幅広い視野に立って構成の美しさなどの造形的な特徴な
どを十分に把握し、錯視の効果と美しさとの調和などを全体のイメージ
でより深くとらえることを理解している。

■伝達のデザインを表現するために形や色彩が感情にもたらす効果を実
感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）イ
（ｲ)

発
想
・
構
想

目的や条件などをもとに、伝える相手や社会との関わり、機知や
ユーモアなどから主題を生み出し、形や色彩などが感情にもたら
す効果や、伝達の効果と美しさや面白さとの調和などを総合的に
考え、表現の構想を練っている。

目的や条件などをもとに伝える相手や社会との関わり、機知やユーモア
などの強いイメージを持って主題を生み出し、形や色彩などが感情にも
たらす効果や、伝達の効果と美しさや面白さとの調和などを多様な視点
から総合的に考え、一層伝わりやすく美しい表現の構想を練っている。

■わかりやすい伝達のデザインの主題について考えさせたり、デザイン
する内容について考えていることを話し合わせて他者の意見を参考にさ
せたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩など
が感情にもたらす効果や、伝達の効果と美しさや面白さとの調和
などを総合的に考えて構想を練り、意図に応じて創意工夫し見通
しをもって表す表現の学習活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、伝達の効果と美
しさや面白さとの調和などを総合的に考え、独創的な視点から創意工夫
をして構想を練ろうとしたり、より一層わかりやすく美しいデザインに
するために意図に応じて試行錯誤を重ねたりして表現活動に主体的に取
り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようなぜそのデザインにしたのかを改め
て考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりする
などして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、
造形的な特徴などをもとに、見立てたり心情などと関連づけたり
して全体のイメージでとらえることを理解している。

形や色彩、材料などの性質やそれらが感情にもたらす効果を多様な視点
からとらえて理解し、造形的な特徴などを十分に把握し、わかりやすさ
と美しさとの調和などを全体のイメージでより深くとらえることを理解
している。

■伝達のデザインを表現するために形や色彩が感情にもたらす効果を実
感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）イ
（ｲ)

発
想
・
構
想

目的や条件などをもとに、伝える相手や施設、場面などのイメー
ジなどから主題を生み出し、形や色彩、材料などが感情にもたら
す効果や、機知やユーモア、わかりやすさと美しさなどとの調和
などを総合的に考え、表現の構想を練っている。

目的や条件などをもとに伝える相手や施設、場面などの強いイメージを
もって主題を生み出し、形や色彩、材料などが感情にもたらす効果や、
機知やユーモア、わかりやすさと美しさなどとの調和などを多様な視点
から総合的に考え、一層伝わりやすく美しい表現の構想を練っている。

■わかりやすい伝達のデザインの主題について考えさせたり、デザイン
する内容について考えていることを話し合わせて他者の意見を参考にさ
せたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩など
が感情にもたらす効果や、わかりやすさと美しさなどとの調和な
どを総合的に考えて構想を練り、意図に応じて創意工夫し見通し
をもって表す表現の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、形や色彩などが
感情にもたらす効果や、わかりやすさと美しさなどととの調和などを総
合的に考え、独創的な視点から創意工夫して構想を練ろうとしたり、よ
り一層わかりやすく美しいデザインにするために意図に応じて創意工夫
をし表現方法の試行錯誤を重ねたりして表現活動に主体的に取り組もう
としている。

■主体的に表現の活動ができるようなぜそのデザインにしたのかを改め
て考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりする
などして意欲を高められるようにする。

錯視の効果を生かして

誰にでもわかりやすく伝える

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

伝達のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、
作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、根拠をもって深
く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視点に立って、自分と
しての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

知
錯視の効果を理解し、視線を引きつけ
る表現方法を工夫しよう。

知
Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能

意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的
に考えながら、見通しをもって表している。

表現の意図に応じて、形や色彩などが感情にもたらす効果を考えながら
新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練されたデザ
インになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら豊かに
表している。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

思
伝えたい内容や目的をもとに、驚きや
ユーモアのある作品を考えよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ) 鑑

賞

伝達のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取
り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考える
などして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

伝達のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、
作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、根拠をもって深
く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視点に立って、自分と
しての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの 学

驚きやユーモアのある作品の制作を楽
しみ、主体的に表現しよう。

学
情報を伝えるデザインに関心をもち、
主体的に表現しよう。

主

態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、伝達のデザインの調和のとれた
洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深める鑑
賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に伝達のデザインの調和の
とれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図
と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとらえよう
とするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

主

態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、伝達のデザインの調和のとれた
洗練された美しさなどを感じ取り、機知やユーモアなど作者の心
情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして見方
や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に伝達のデザインの調和の
とれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図
と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとらえよう
とするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

2.3

7
0
・
7
1

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
形や色彩などの性質を理解し、誰にで
も伝わる図やイラストを工夫しよう。

知
Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能

意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的
に考えながら、見通しをもって表している。

表現の意図に応じて、形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を考え
ながら新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練され
たデザインになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら
豊かに表している。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

思
情報がわかりやすく伝わる表し方を考
えよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ) 鑑

賞

伝達のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取
り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考える
などして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

2.3

6
8
・
6
9

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）
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〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

形や色彩、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、
造形的な特徴などをもとに、全体のイメージでとらえることを理
解している。

形や色彩、材料などの性質やそれらが感情にもたらす効果や、それらが
もたらす造形的な特徴などを多様な視点からとらえて理解し、幅広い視
野に立って全体のイメージでより深くとらえることを理解している。

■使う目的と機能のあるデザインを表現するために形や色彩が感情にも
たらす効果を実感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考え
させる。

Ａ表現（1）イ
（ｳ)

発
想
・

構
想

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、社会との関わ
り、機知やユーモアなどから主題を生み出し、包み込むパッケー
ジの機能と美しさとの調和などを総合的に考え、表現の構想を
練っている。

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、社会との関わり、機
知やユーモアなどから主題を生み出し、包み込むパッケージの機能と美
しさとの調和などを多様な視点から総合的に考え、より一層、用途や機
能と美しさの調和を考えた表現の構想を練っている。

■使いやすくて美しい目的と機能のあるデザインの主題について考えさ
せたり、デザインする内容について考えていることを話し合わせて他者
の意見を参考にさせたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩、材
料などが感情にもたらす効果や、機能と美しさとの調和などを総
合的に考えて構想を練り、意図に応じて創意工夫し見通しをもっ
て表す表現の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、形や色彩、材料
などが感情にもたらす効果や、目的や機能と美しさとの調和、使用する
者の気持ち、社会との関わり、機知やユーモア、包み込むパッケージの
特徴を総合的に考え、独創的な視点から創意工夫して構想を練ろうとし
たり、より一層機能的で美しいデザインにするために意図に応じて試行
錯誤を重ねたりして表現活動に主体的に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようなぜそのデザインにしたのかを改め
て考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりする
などして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、
造形的な特徴などをもとに、見立てるなどして全体のイメージで
とらえることを理解している。

形や色彩、材料などの性質やそれらが感情にもたらす効果を多様な視点
からとらえて理解し、幅広い視野に立って構成の美しさなどの造形的な
特徴などを十分に把握し、わかりやすさと美しさとの調和などを全体の
イメージでより深くとらえることを理解している。

■伝達のデザインを表現するために形や色彩が感情にもたらす効果を実
感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）イ
（ｲ)

発
想
・
構
想

目的や条件などをもとに、伝える相手などのイメージ、機知や
ユーモアなどから主題を生み出し、形や色彩、材料などが感情に
もたらす効果や、わかりやすさや面白さと美しさなどとの調和な
どを総合的に考え、表現の構想を練っている。

目的や条件などをもとに、伝える相手などの強いイメージ、機知やユー
モアをもって主題を生み出し、形や色彩、材料などが感情にもたらす効
果や、わかりやすさや面白さと美しさなどとの調和などを多様な視点か
ら総合的に考え、一層伝わりやすく美しい表現の構想を練っている。

■わかりやすい伝達のデザインの主題について考えさせたり、デザイン
する内容について考えていることを話し合わせて他者の意見を参考にさ
せたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩、材
料などが感情にもたらす効果や、わかりやすさと美しさ、面白さ
などとの調和、統一感などを総合的に考えて構想を練り、意図に
応じて創意工夫し見通しをもって表す表現の学習活動に主体的に
取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、形や色彩、材料
などが感情にもたらす効果や、わかりやすさと美しさ、面白さなどとの
調和、統一感などを総合的に考え、独創的な視点から創意工夫して構想
を練ろうとしたり、より一層わかりやすく美しいデザインにするために
意図に応じて試行錯誤を重ねたりして表現活動に主体的に取り組もうと
している。

■主体的に表現の活動ができるようなぜそのデザインにしたのかを改め
て考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりする
などして意欲を高められるようにする。

本の形で表現しよう

パッケージで魅力を伝える

意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的
に考えながら、見通しをもって表している。

美術の創造活動の喜びを味わい、包み込むパッケージデザインの
調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表
現の意図と創造的な工夫などについて考えて見方や感じ方を深め
る鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

思
機能的で美しいパッケージデザインを
考えよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ) 鑑

賞

包み込むパッケージの機能との調和のとれた洗練された美しさな
どを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫について
考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

包み込むパッケージの目的や機能と調和のとれた洗練された美しさなど
を深く感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについ
て、根拠をもって深く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視
点に立って、自分としての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

2.3

7
2
・
7
3

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
形や色彩などの性質を理解し、パッ
ケージの形や装飾を工夫しよう。

知Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
パッケージデザインに関心をもち、主
体的に表現しよう。

主

態
鑑

表現の意図に応じて、形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を考え
ながら新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練され
たデザインになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら
豊かに表している。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に包み込むパッケージの調
和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の
意図と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠を持ってとらえ
ようとするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

知
形や色彩、材料の性質を理解し、本の
形や装飾を工夫しよう。

知
Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能

意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的
に考えながら、見通しをもって表している。

表現の意図に応じて、形や色彩などが感情にもたらす効果を考えながら
新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練されたデザ
インになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら豊かに
表している。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

思
伝えたい内容に合わせた本のデザイン
を考えよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ) 鑑

賞

本のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、
作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなど
して、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

本のデザインの目的や機能と調和のとれた洗練された美しさなどを深く
感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、根拠
をもって深く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視点に立っ
て、自分としての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの 学

本の形で伝えるデザインに関心をも
ち、主体的に表現しよう。

主

態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、本のデザインの調和のとれた洗
練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造
的な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深める鑑賞
の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に伝達のデザインの調和の
とれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図
と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとらえよう
とするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

2.3

7
4
・
7
5

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、
造形的な特徴などをもとに、全体のイメージでとらえることを理
解している。

形や色彩、材料などの性質やそれらが感情にもたらす効果を多様な視点
からとらえて理解し、幅広い視野に立って設置する場所や場面、造形的
な特徴などを十分に把握し、わかりやすさと美しさとの調和などを全体
のイメージでより深くとらえることを理解している。

■伝達のデザインを表現するために形や色彩が感情にもたらす効果を実
感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考えさせる。

Ａ表現（1）イ
（ｲ)

発
想
・
構
想

目的や条件などをもとに、伝える相手や場所、伝達方法、機知や
ユーモアなどから主題を生み出し、形や色彩、材料などが感情に
もたらす効果や、わかりやすさと美しさなどとの調和、統一感な
どを総合的に考え、表現の構想を練っている。

伝える相手や場所、伝達方法などの強いイメージを持って機知やユーモ
アを生かすなどして主題を生み出し、形や色彩などが感情にもたらす効
果や、わかりやすさと美しさなどとの調和、統一感などを多様な視点か
ら総合的に考え、一層伝わりやすく美しい表現の構想を練っている。

■わかりやすい伝達のデザインの主題について考えさせたり、デザイン
する内容について考えていることを話し合わせて他者の意見を参考にさ
せたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩など
が感情にもたらす効果や、わかりやすさと美しさや面白さなどと
の調和、統一感を総合的に考えて構想を練り、意図に応じて創意
工夫し見通しをもって表す表現の学習活動に主体的に取り組もう
としている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、わかりやすさと
美しさや面白さなどととの調和、統一感などを総合的に考え、独創的な
視点から創意工夫して構想を練ろうとしたり、より一層わかりやすく美
しいデザインにするために意図に応じて試行錯誤を重ねたりして表現活
動に主体的に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜそのデザインにしたのかを改
めて考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりす
るなどして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料や光などの性質及びそれらが感情にもたらす効果
や、造形的な特徴などをもとに、全体のイメージでとらえること
を理解している。

形や色彩、材料や光などの性質やそれらが感情にもたらす効果を多様な
視点からとらえて理解し、幅広い視野に立って構成の美しさなどの造形
的な特徴などを十分に把握し、空間の豊かさと美しさとの調和などを全
体のイメージでより深くとらえることを理解している。

■空間を装飾するデザインを表現するために形や色彩が感情にもたらす
効果を実感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考えさせ
る。

Ａ表現（1）イ
（ｱ) 発

想
・

構
想

構成や装飾の目的や条件などをもとに、用いる場面や環境、社会
との関係などから主題を生み出し、美的感覚を働かせて快適な空
間のための調和のとれた洗練された美しさなどを総合的に考え、
表現の構想を練っている。

構成や装飾の目的や条件などをもとに、用いる場面や環境、社会との関
係などを強くイメージしながら主題を生み出し、美的感覚を強く働かせ
て快適な空間のための調和のとれた洗練された美しさなどを多様な視点
から総合的に考え、より一層空間の用途や機能と美しさの調和を考えた
表現の構想を練っている。

■快適で美しい空間を装飾するデザインの主題について考えさせたり、
デザインする内容について考えていることを話し合わせて他者の意見を
参考にさせたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、構成や装飾の
目的や条件と快適な空間のための調和のとれた洗練された美しさ
を総合的に考えて構想を練り、意図に応じて創意工夫し見通しを
もって表す表現の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、構成や装飾の目
的や条件と快適な空間のための調和のとれた洗練された美しさを総合的
に考え、独創的な視点から創意工夫して構想を練ろうとしたり、より一
層空間の用途や機能と美しさの調和を考えたデザインにするために意図
に応じて試行錯誤を重ねたりして表現活動に主体的に取り組もうとして
いる。

■主体的に表現の活動ができるようなぜそのデザインにしたのかを改め
て考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりする
などして意欲を高められるようにする。

安心と安全のデザイン

空間を快適に生き生きと

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的
に考えながら、見通しをもって表している。

安心と安全のデザインの目的や機能と調和のとれた洗練された美しさな
どを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについ
て、根拠をもって深く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視
点に立って、自分としての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

学
身のまわりの安心や安全に役立つデザ
インに関心をもち、主体的に取り組も
う。

主

態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、安心と安全のデザインの調和の
とれた洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意
図と創造的な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深
める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に安心と安全のデザインの
調和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現
の意図と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとら
えようとするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

2.3

7
6
・
7
7

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
形や色彩の性質を理解し、多くの人に
わかりやすく伝える方法を工夫しよ
う。

知
Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能

意図に応じて表現方法を創意工夫して、制作の順序などを総合的
に考えながら、見通しをもって表している。

表現の意図に応じて、形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を考え
ながら新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練され
たデザインになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら
豊かに表している。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

思
伝えたい内容や相手に合った作品を考
えよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ) 鑑

賞

安心と安全のデザインの調和のとれた洗練された美しさなどを感
じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考
えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

思
空間の用途や機能から発想し、快適で
美しい演出を構想しよう。

思Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ)イ(ｱ)

鑑
賞

構成や装飾の目的や条件と快適な空間のための調和のとれた洗練
された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的
な工夫などについて考えたり、身近な環境の中に見られる造形的
な美しさを感じ取り、生活や社会を豊かにする美術の働きなどに
ついて考えたりするなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深
めている。

構成や装飾の目的や条件と快適な空間のための調和のとれた洗練された
美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫、
生活や社会を豊かにする美術の働きなどなどについて、根拠をもって深
く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視点に立って、自分と
しての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

2.3

7
8
・
7
9

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
形や色彩、材料の性質を理解し、空間
を表現する方法を工夫しよう。

知
Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
空間の演出に関心をもち、主体的に取
り組もう。

主

態
鑑

表現の意図に応じて、形や色彩、材料や光などが感情にもたらす効果を
考えながら新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練
されたデザインになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しな
がら豊かに表している。

美術の創造活動の喜びを味わい、構成や装飾の目的や条件と快適
な空間のための調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、
作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなど
して見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もう
としている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に構成や装飾の目的や条件
と快適な空間のための調和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取
り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、独自の視点
から根拠をもってとらえようとするなどして見方や感じ方を積極的に深
めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料や光などの性質及びそれらが感情にもたらす効果
や、それらがもたらす造形的な特徴などをもとに、全体のイメー
ジでとらえることを理解している。

形や色彩、材料や光などの性質やそれらが感情にもたらす効果や、それ
らがもたらす造形的な特徴などを多様な視点からとらえて理解し、幅広
い視野に立って全体のイメージでより深くとらえることを理解してい
る。

■使う目的と機能のあるデザインを表現するために形や色彩が感情にも
たらす効果を実感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考え
させる。

Ａ表現（1）イ
（ｳ)

発
想
・

構
想

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、使用する場
所、社会との関わりなどから主題を生み出し、使いやすさや機
能、安全性と美しさなどとの調和を総合的に考え、表現の構想を
練っている。

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、使用する場所、社会
との関わりなどから主題を生み出し、使いやすさや機能、安全性と美し
さなどとの調和などを多様な視点から総合的に考え、より一層用途や機
能と美しさの調和を考えた表現の構想を練っている。

■使いやすくて美しい目的と機能のあるデザインの主題について考えさ
せたり、デザインする内容について考えていることを話し合わせて他者
の意見を参考にさせたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩、材
料や光などが感情にもたらす効果や、目的や機能と美しさとの調
和、使用する者の気持ち、使用する場所などを総合的に考えて構
想を練り、意図に応じて創意工夫し見通しをもって表す表現の学
習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、形や色彩、材料
や光などが感情にもたらす効果や、目的や機能と美しさとの調和、使用
する者の気持ち、使用する場所などを総合的に考え、独創的な視点から
創意工夫して構想を練ろうとしたり、より一層機能的で美しいデザイン
にするために意図に応じて試行錯誤を重ねたりして表現活動に主体的に
取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜそのデザインにしたのかを改
めて考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりす
るなどして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、
それらがもたらす造形的な特徴などをもとに、全体のイメージで
とらえることを理解している。

形や色彩、材料などの性質やそれらが感情にもたらす効果や、それらが
もたらす造形的な特徴などを多様な視点からとらえて理解し、幅広い視
野に立って全体のイメージでより深くとらえることを理解している。

■使う目的と機能のあるデザインを表現するために形や色彩が感情にも
たらす効果を実感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考え
させる。

Ａ表現（1）イ
（ｳ) 発

想
・

構
想

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、使用する場
所、社会との関わりなどから主題を生み出し、使いやすさ、機能
性、利便性と美しさなどとの調和を総合的に考え、表現の構想を
練っている。

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、使用する場所、社会
との関わりなどから主題を生み出し、使いやすさ、機能性、利便性と美
しさなどとの調和などを多様な視点から総合的に考え、より一層、用途
や機能と美しさの調和を考えた表現の構想を練っている。

■使いやすくて美しい目的と機能のあるデザインの主題について考えさ
せたり、デザインする内容について考えていることを話し合わせて他者
の意見を参考にさせたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩、材
料などが感情にもたらす効果や、目的や機能と美しさとの調和、
使用する者の気持ち、使用する場面、型による造形の特徴を総合
的に考えて構想を練り、意図に応じて創意工夫し見通しをもって
表す表現の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、形や色彩、材料
などが感情にもたらす効果や、目的や機能と美しさとの調和、使用する
者の気持ち、使用する場所、型による造形の特徴を総合的に考え、独創
的な視点から創意工夫して構想を練ろうとしたり、より一層機能的で美
しいデザインにするために意図に応じて試行錯誤を重ねたりして表現活
動に主体的に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜそのデザインにしたのかを改
めて考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりす
るなどして意欲を高められるようにする。

明かりの形

型から生まれる形
型による造形の目的や機能と調和のとれた洗練された美しさなど
を感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについ
て考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

材料や用具の特性を理解し、意図に応じて表現方法を創意工夫し
て、制作の順序などを総合的に考えながら、見通しをもって表し
ている。

型による造形の目的や機能と調和のとれた洗練された美しさなどを深く
感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、根拠
をもって深く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視点に立っ
て、自分としての見方や感じ方を深めている。

表現の意図に応じて、形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を考え
ながら新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練され
たデザインになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら
豊かに表している。

2.3

8
0
・
8
1

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
材料や光の性質を理解し、生活の中で
生きる明かりを工夫しよう。

知Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能

材料や用具の特性を理解し、意図に応じて表現方法を創意工夫し
て、制作の順序などを総合的に考えながら、見通しをもって表し
ている。

表現の意図に応じて、形や色彩、材料や光などが感情にもたらす効果を
考えながら新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練
されたデザインになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しな
がら豊かに表している。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

思
使う目的や用途から発想し、美しい明
りの作品を構想しよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ) 鑑

賞

明かりのデザインの目的や機能と調和のとれた洗練された美しさ
などを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などに
ついて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めてい
る。

明かりのデザインの目的や機能と調和のとれた洗練された美しさなどを
深く感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、
根拠をもって深く考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視点に
立って、自分としての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
明かりの光の美しさに関心をもち、主
体的に取り組もう。

主

態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、明かりのデザインの調和のとれ
た洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と
創造的な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深める
鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に明かりのデザインの調和
のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意
図と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとらえよ
うとするなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

思
同じ形ができることから発想し、生活
に生かす作品を構想しよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ) 鑑

賞

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの 学

型を使った工芸作品に関心をもち、主
体的に取り組もう。

主

態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、型による造形の調和のとれた洗
練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造
的な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深める鑑賞
の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に型による造形の調和のと
れた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図と
創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠を持ってとらえようと
するなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

2.3

8
2
・
8
3

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
材料や用具の特性を理解し、型を使っ
てつくる方法を工夫しよう。

知Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、
それらがもたらす造形的な特徴などをもとに、全体のイメージで
とらえることを理解している。

形や色彩、材料などの性質やそれらが感情にもたらす効果や、それらが
もたらす造形的な特徴などを多様な視点からとらえて理解し、幅広い視
野に立って全体のイメージでより深くとらえることを理解している。

■使う目的と機能のあるデザインを表現するために形や色彩が感情にも
たらす効果を実感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考え
させる。

Ａ表現（1）イ
（ｳ) 発

想
・

構
想

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、使用する場
所、社会との関わりなどから主題を生み出し、使いやすさ、機能
性、利便性と美しさなどとの調和を総合的に考え、表現の構想を
練っている。

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、使用する場所、社会
との関わりなどから主題を生み出し、使いやすさ、機能性、利便性と美
しさなどとの調和などを多様な視点から総合的に考え、より一層用途や
機能と美しさの調和を考えた表現の構想を練っている。

■使いやすくて美しい目的と機能のあるデザインの主題について考えさ
せたり、デザインする内容について考えていることを話し合わせて他者
の意見を参考にさせたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩、材
料などが感情にもたらす効果や、目的や機能と美しさとの調和、
使用する者の気持ち、使用する場面、織ったり編んだり組んだり
する造形の特徴を総合的に考えて構想を練り、意図に応じて創意
工夫し見通しをもって表す表現の学習活動に主体的に取り組もう
としている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、形や色彩、材料
などが感情にもたらす効果や、目的や機能と美しさとの調和、使用する
者の気持ち、使用する場面、織ったり編んだり組んだりする造形の特徴
を総合的に考え、独創的な視点から創意工夫して構想を練ろうとした
り、より一層機能的で美しいデザインにするために意図に応じて試行錯
誤を重ねたりして表現活動に主体的に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜそのデザインにしたのかを改
めて考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりす
るなどして意欲を高められるようにする。

〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

形や色彩、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、
それらがもたらす造形的な特徴などをもとに、全体のイメージで
とらえることを理解している。

形や色彩、材料などの性質やそれらが感情にもたらす効果や、それらが
もたらす造形的な特徴などを多様な視点からとらえて理解し、幅広い視
野に立って全体のイメージでより深くとらえることを理解している。

■使う目的と機能のあるデザインを表現するために形や色彩が感情にも
たらす効果を実感的に理解できるよう、経験したことと関連づけて考え
させる。

Ａ表現（1）イ
（ｳ) 発

想
・

構
想

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、使用する場
所、社会との関わりなどから主題を生み出し、機知やユーモア、
使いやすさ、機能性、安全性と美しさなどとの調和を総合的に考
え、表現の構想を練っている。

使う目的や条件などをもとに、使用する者の立場、使用する場所、社会
との関わりなどから主題を生み出し、機知やユーモア、使いやすさ、機
能性、安全性と美しさなどとの調和などを多様な視点から総合的に考
え、より一層、用途や機能と美しさの調和を考えた表現の構想を練って
いる。

■使いやすくて美しい目的と機能のあるデザインの主題について考えさ
せたり、デザインする内容について考えていることを話し合わせて他者
の意見を参考にさせたりするなどして、構想しやすくする。

態
表

美術の創造活動の喜びを味わい、主題を生み出し、形や色彩、材
料などが感情にもたらす効果や、目的や機能と美しさとの調和、
使用する者の気持ち、使用する場面、木のおもちゃの特徴を総合
的に考えて構想を練り、意図に応じて創意工夫し見通しをもって
表す表現の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで表現の活動に深く関わり、主題を生み出し、形や色彩、材料
などが感情にもたらす効果や、目的や機能と美しさとの調和、使用する
者の気持ち、使用する場面、木のおもちゃの特徴を総合的に考え、独創
的な視点から創意工夫して構想を練ろうとしたり、より一層機能的で美
しいデザインにするために意図に応じて試行錯誤を重ねたりして表現活
動に主体的に取り組もうとしている。

■主体的に表現の活動ができるようになぜそのデザインにしたのかを改
めて考えさせたり、描画材料の基本的な使用法を個人的に指導したりす
るなどして意欲を高められるようにする。

織る、編む、組む

木でつくる遊びの形

2.3

8
4
・
8
5

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

材料の性質を理解し、織り方や編み方
を工夫しよう。

知Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能

材料や用具の特性を理解し、意図に応じて表現方法を創意工夫し
て、制作の順序などを総合的に考えながら、見通しをもって表し
ている。

表現の意図に応じて、形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を考え
ながら新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練され
たデザインになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら
豊かに表している。

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

思
使う目的や用途から発想し、織ったり
編んだりしてつくる作品を考えよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ) 鑑

賞

織ったり編んだり組んだりする造形の目的や機能と調和のとれた
洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて考えるなどして、美意識を高め、見方や
感じ方を深めている。

織ったり編んだり組んだりする造形の目的や機能と調和のとれた洗練さ
れた美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工
夫などについて、根拠をもって深く考え、生活の中のデザインの役割な
どを多様な視点に立って、自分としての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
織ったり編んだりしてつくられた工芸
作品に関心をもち、主体的に取り組も
う。

主

態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、織ったり編んだり組んだりする
造形の調和のとれた洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心
情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるなどして見方
や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしてい
る。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に織ったり編んだり組んだ
りする造形の調和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者
の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠
をもってとらえようとするなどして見方や感じ方を積極的に深めようと
している。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ)

■具体的な描画材料などの生かし方の実演を行いながら説明して既習事
項を思い出させ、主題を整理させて生徒自身が表現したいことを確認さ
せる。

鑑
賞

木のおもちゃの目的や機能と調和のとれた洗練された美しさなど
を感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについ
て考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

木のおもちゃの調和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作
者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、根拠をもって深く
考え、生活の中のデザインの役割などを多様な視点に立って、自分とし
ての見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、活動中にどのようなことを考え
たか思い出させて、他者の作品の見方や感じ方を深めさせる。

知

学
木でつくられた工芸品に関心をもち、
主体的に取り組もう。

主

態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、木のおもちゃの調和のとれた洗
練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造
的な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深める鑑賞
の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に木のおもちゃの調和のと
れた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図と
創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとらえようと
するなどして見方や感じ方を積極的に深めようとしている。

■自分の作品の主題や表現の意図を改めて考えさせ、他者の作品の特徴
や伝達のデザインの意味などについて考えさせるようにする。

材料や用具の特性を理解し、意図に応じて表現方法を創意工夫し
て、制作の順序などを総合的に考えながら、見通しをもって表し
ている。

表現の意図に応じて、形や色彩、材料などが感情にもたらす効果を考え
ながら新たな表現方法を試行錯誤をするなどして追求し、より洗練され
たデザインになるように創意工夫し、制作の順序を十分に意識しながら
豊かに表している。

思
使う目的や用途から発想し、安全で楽
しく遊べる作品を考えよう。

思

2.3

8
6
・
8
7

表
現
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
木の性質を理解し、遊ぶもののつくり
方を工夫しよう。

知Ａ表現（2）ア
（ｱ)(ｲ) 技

能
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、
それらがもたらす造形的な特徴などをもとに、全体のイメージで
とらえることを理解している。

形や色彩、材料などの性質やそれらが感情にもたらす効果や、それらが
もたらす造形的な特徴などを多様な視点からとらえて理解し、幅広い視
野に立って全体のイメージでより深くとらえることを理解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料などの性質及びそれらが感情にもたらす効果や、
それらがもたらす造形的な特徴などをもとに、全体のイメージで
とらえることを理解している。

形や色彩、材料などの性質やそれらが感情にもたらす効果や、それらが
もたらす造形的な特徴などを多様な視点からとらえて理解し、幅広い視
野に立って全体のイメージでより深くとらえることを理解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

生活に生きる伝統工芸品

伝統と創造

Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ)イ(ｲ)

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

鑑
賞

態
鑑

思

学 主

伝統を生かした造形のよさや美しさを
感じ取り、美術文化の見方や感じ方を
広げよう。

思
2.3

9
0
・
9
1

鑑
賞
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
伝統の技から生まれる新しい造形につ
いて理解しよう。

伝統から生まれる創造性に関心をも
ち、主体的に鑑賞しよう。

知

伝統を生かした造形の目的や機能と調和のとれた洗練された美し
さなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫など
について考えたり、美術文化の継承と創造について考えたりする
などして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わい、伝統を生かした造形の調和のと
れた洗練された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図
と創造的な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深め
る鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとしている。

美術の創造活動の喜びを味わい、伝統工芸品の調和のとれた洗練
された美しさなどを感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的
な工夫などについて考えるなどして見方や感じ方を深める鑑賞の
学習活動に主体的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に伝統を生かした造形の調
和のとれた洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の
意図と創造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとらえ
ようとするなどして見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取
り組もうとしている。

伝統を生かした造形の目的や機能と調和のとれた洗練された美しさなど
を深く感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについ
て、根拠をもって深く考え、生活の中のデザインの役割、美術文化の継
承と創造などを多様な視点に立って、自分としての見方や感じ方を深め
ている。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、現代につながる伝統工芸
の技について説明したりするなどして興味をもたせ、古代の美術作品に
ついて考えさせるようにする。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、主体的に伝統工芸品の調和のとれ
た洗練された美しさなどを深く感じ取り、作者の心情や表現の意図と創
造的な工夫などについて、独自の視点から根拠をもってとらえようとす
るなどして見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もう
としている。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり、現代につながる伝統工芸
品ついて説明したりするなどして興味をもたせ、古代の美術作品につい
て考えさせるようにする。

学
地域や伝統に根差した造形やデザイン
に関心をもち、主体的に鑑賞しよう。

主

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

2.3

8
8
・
8
9

鑑
賞
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
材料の特徴を生かした伝統工芸品のよ
さや美しさを理解しよう。

知

思
伝統工芸のよさや美しさを感じ取り、
美術文化の見方や感じ方を広げよう。

思Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ)イ(ｲ) 鑑

賞

伝統工芸品の目的や機能と調和のとれた洗練された美しさなどを
感じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて
考えたり、美術文化の継承と創造について考えたりするなどし
て、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

伝統工芸品の目的や機能と調和のとれた洗練された美しさなどを深く感
じ取り、作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて、根拠を
もって深く考え、生活の中のデザインの役割、美術文化の継承と創造な
どを多様な視点に立って、自分としての見方や感じ方を深めている。

態
鑑
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〔共通事項〕
（1）アイ

知
識

形や色彩などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを理解
し、ゲルニカを全体のイメージや作風でとらえることを理解して
いる。

形や色彩などの性質や、それらが感情にもたらす効果などをもとにゲル
ニカについて独自の視点から全体のイメージや作風でとらえることを理
解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料や光など性質や、それらが感情にもたらす効果な
どを理解し、池田学とダミアン・ハーストの作品を全体のイメー
ジや作風でとらえることを理解している。

形や色彩、材料や光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを
もとに池田学とダミアン・ハーストの作品について独自の視点から全体
のイメージや作風でとらえることを理解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

ゲルニカで伝えたかったこと

美術で世界と向き合う2.3

9
6
～
1
0
1

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

2.3

9
4
・
9
5

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

知
それぞれの作品の造形的な特徴、作品
が制作された背景を理解しよう。

知

思
それぞれの作家が作品を通して伝えた
かったことは何か話し合ってみよう。

思Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ)イ(ｲ) 鑑

賞

表現の特質などから池田学とダミアン・ハーストの作品がもつよ
さや美しさ、強さや意味深さなどを感じ取り、作者の制作の意図
や表現の工夫、社会に対する主張、関連する文化や社会的背景に
ついて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めてい
る。

独自の視点に立って表現の特質などから池田学とダミアン・ハーストの
作品がもつよさや美しさ、強さや意味深さなどを強く感じ取り、作者の
制作の意図や表現の工夫、関連する文化や社会的背景について根拠を
もって深く考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めてい
る。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
世界に働きかける美術について関心を
もち、主体的に鑑賞しよう。

主
態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、作者の制作の意図や表現の工
夫、社会に対する主張、関連する美術文化や社会的背景を考える
などして、見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、池田学とダミアン・ハーストの作品や関連す
る美術文化や社会的背景などについて新たな視点から作品をとらえよう
とするなどして見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組
もうとしている。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり作家が考えていることなど
について説明したりするなどして興味をもたせ、現代の美術について考
えさせるようにする。

知
ゲルニカが描かれた背景や造形表現に
ついて理解しよう。

知

思
ピカソの表現の意図や工夫を考え、作
品の見方や感じ方を深めよう。

思Ｂ鑑賞（1）ア
(ｱ) 鑑

賞

表現の特質などからゲルニカがもつよさや意味深さを感じ取り、
ピカソの制作の意図や表現の工夫、関連する文化や社会的背景に
ついて考えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めてい
る。

独自の視点に立って表現の特質などからゲルニカがもつよさや美しさや
意味深さなどを強く感じ取り、ピカソの制作の意図や表現の工夫、関連
する文化や社会的背景について根拠をもって深く考えるなどして、美意
識を高め、見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
平和や命の尊さについて関心をもち、
主体的に鑑賞しよう。

主
態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、ピカソの制作の意図や表現の工
夫、ゲルニカや関連する美術文化や社会的背景を考えるなどし
て、見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もう
としている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美しさ
などについて深く味わい、ゲルニカや関連する美術文化や社会的背景な
どについて新たな視点から作品をとらえようとするなどして見方や感じ
方を深める鑑賞学習活動に主体的に取り組もうとしている。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり当時の美術文化や社会的背
景ついて説明したりするなどして興味をもたせ、ゲルニカについて考え
させるようにする。
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〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料や光など性質や、それらが感情にもたらす効果な
どを理解し、リノベーションされた建築を全体のイメージや作風
でとらえることやリノベーションすることの意味を理解してい
る。

形や色彩、材料や光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを
もとにリノベーションされた建築について独自の視点から全体のイメー
ジや作風でとらえることやリノベーションすることの意味を理解してい
る。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

〔共通事項〕
（1）アイ 知

識

形や色彩、材料や光などの性質や、それらが感情にもたらす効果
などを理解し、社会と関わる現代の作品を全体のイメージや作風
でとらえることを理解している。

形や色彩、材料や光などの性質や、それらが感情にもたらす効果などを
もとに社会と関わる現代の作品について独自の視点から全体のイメージ
や作風でとらえることを理解している。

■形や色彩、材料が感情にもたらす効果を実感的に理解できるよう、身
近な経験と関連づけて考えさせる。

技
能

発
想
・

構
想

態
表

リノベーション、
使い続ける工夫

私たちの社会と美術
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1
0
2
・
1
0
3

鑑
賞
（
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
）

知
リノベーションの意味や役割を理解し
よう。

知

思
既存の建物がどのように活用されてい
るのか考えよう。

思
Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ)イ(ｱ)(ｲ)

鑑
賞

表現の特質などからリノベーションされた建築がもつよさや美し
さ、強さや意味深さなどを感じ取り、建築家や芸術家の設計や制
作の意図や表現の工夫、社会に対する主張、関連する文化や社会
的背景について考えるなどして、リノベーションすることの意味
について、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

独自の視点に立って表現の特質などからリノベーションされた建築がも
つよさや美しさ、強さや意味深さなどを強く感じ取り、建築家や芸術家
の制作の意図や表現の工夫、生活や社会を豊かにする美術の働き、関連
する文化や社会的背景について根拠をもって深く考えるなどして、リノ
ベーションすることの意味について、美意識を高め、見方や感じ方を深
めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの 学

身近な建物の再利用を通して、環境や
社会の問題に関心をもち、主体的に鑑
賞しよう。

主
態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、建築家や芸術家の制作の意図や
表現の工夫、社会に対する主張、関連する美術文化や社会的背景
を考えるなどして、見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体
的に取り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、リノベーションされた建築がもつ
造形的なよさや美しさ、強さや意味深さなどについて深く味わい、リノ
ベーションされた建築や関連する美術文化や社会的背景などについて新
たな視点からとらえようとするなどして、リノベーションすることの意
味について見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取り組もう
としている。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり作家が考えていることなど
について説明したりするなどして興味をもたせ、現代の美術について考
えさせるようにする。

1
0
4
・
1
0
5

鑑
賞
（
絵
・
彫
刻
）

思
美術を通して何ができるのか考えてみ
よう。

思Ｂ鑑賞（1）ア
(ｲ)イ(ｲ) 鑑

賞

表現の特質などから社会と関わる現代の作品がもつよさや美し
さ、意味深さを感じ取り、作者の制作の意図や表現の工夫、社会
に対する主張、関連する多様な文化や社会的背景について考える
などして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

独自の視点に立って表現の特質などから社会と関わる現代の作品がもつ
よさや美しさ、意味深さなどを強く感じ取り、作者の制作の意図や表現
の工夫、関連する多様な文化や社会的背景について根拠をもって深く考
えるなどして、美意識を高め、見方や感じ方を深めている。

■生徒自身の表現の活動をふり返らせ、自分自身が知っていること関連
づけて考えさせるなどして見方や感じ方を深めさせる。

＊目標（3）よ
り。評価もと
準はこのうち
観点別評価に
なじむもの

学
私たちの社会と美術の関係に関心をも
ち、主体的に鑑賞しよう。

主
態
鑑

美術の創造活動の喜びを味わい、作者の制作の意図や表現の工
夫、社会に対する主張、関連する多様な文化や社会的背景を考え
るなどして、見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取
り組もうとしている。

自ら進んで鑑賞の活動に深く関わり、作品がもつ造形的なよさや美し
さ、意味深さなどについて深く味わい、社会と関わる現代の作品や関連
する多様な文化や社会的背景などについて新たな視点から作品をとらえ
ようとするなどして見方や感じ方を深める鑑賞の学習活動に主体的に取
り組もうとしている。

■自身の表現活動と関連づけて考えさせたり作家が考えていることなど
について説明したりするなどして興味をもたせ、現代の美術について考
えさせるようにする。

知
それぞれの作品にどのようなメッセー
ジが込められているのか理解しよう。

知

2.3
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